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FOOD MACHINES INTERNATIONAL 

ステイツクブレンダー【□ボ•クープ】 
MP-450UC ( 業務用） 



取扱説明書 



• このたびは、当社のステイツクブレンダー ( MP -4 已 OUC ) をお買い求めいたださま 
して、まことにあ U がとラごさいました。 

• この商品をまをに正しくご使巧いただくために、お使いになる前にこの取扱説日月書を 
よくお読みにな y 十分に S 絕してください。 

• お読みになったあとは、必ずいつち手元においてご使用ください。 

• 保証書は、この取扱説明書の最終ページに記載されてお L 」 ます。 

必ず「お買上げ曰-お買上げ店名」等の記入をお確かめください。 










まを上のご注意 . 1〜巨 

tt 様 . 7 

を部の名称 . 8 

電源設備について . 9 

操作手順 . 10-20 

洗浄と清掃 . 21-26 

故障の診断と手当 . 27 

商品保証書 . 29 











安を上のご注意 


>ご使届になる前に、この「安を上のごを意」をよくお読みのラえ正しくお使いください。 
にこに示した;'主意事劇ま、安をに関する重大な内容を記載していますので必ず守ってください。 


表示と意味は次のよラになっています。 


を意喚起シンボルヒシヴナル表示の例 


A 警告 

誤った取 U 扱いをずると、人が死 t まには重傷を負5可能性が想定 
される内容を示しまず。 

么ミ主意 

誤った取 U 扱いをずると、人が傷害を負った U、 物的損害*の発生 
が想定される内客を示しまず。 


* 物的損害とは、家屋-家がおよび家畜•ぺツトにかかわる}に大損害を示しまず。 


図記号の例 


A 

A は、を意（警告を含む）を示しまず。 

具体的なま意内容は、 A の中やおくに絵や文章で示しまず。 

ち図の場合は「感電を意」を示しまず。 

感電を意 

€) 

接細禁止 

&は、禁止（してはいけないこと）を示しまず。 

具体的な禁止巧客は、 （S の中やおくに絵や文章で示しまず。 

ち図の場合は「直接手を細れないこと」を示します。 

を 

プラグを抜く 

♦は、行動の命ち（強制）を示しまず。 

具体的な強制内客は、♦の中やおくに絵や文章で示しまず。 

ち図の場合は「差し込みプラグをコン t ントから抜く」を示します。 











• アースエ事を必ずおこなラこと 

アース線はガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しない 
でください。アースが不完をな場合は、感電の原因にな u ます。 
(電気工事±による□種接地工事が必要ですので、電気工事店に依頼 
してください。） 


♦本機の電源は、専用の漏電遮断器付サーキットブレーカーちしくは、 
それと同等の設備のあるき用コンセントを使用ずること 

電源コードは途中で接続した L」、 延長コードの使田、およびタコ足 
配線をしに場合には、感電や発熱、义义の原因にな y ます。 


♦電気工事は、「電気設備に関ずる技術基準」、「内線規定」に従って施 
王し、必ず専用回路を使用ずること 

電源回路不良、容量不足や施工不備があると、感電、义おの原因に 
なることがあ y ます。 


♦屋外で使用しないこと 

雨水のかかる場巧で使田されますと、漏電、感電の原因にな u ます。 


• 湿気の多い所や、水のかか U 易し1場巧で使用しないこと 

絶縁ほ下から漏電、感電の原因にな y ます。 


♦本体に直接水をかけないこと 

ショート、感電、漏電、鐘、故障の原因にな u ます。 


• 電源コードを傷つけないこと 

加工した y、 引っ張ったり、たばねたり、特にべルカバー内のナイ 
フ部や、攪拌羽根部にコードが細れに y すると、電源コードが破厦し、 
感電、义災の原因にな L」 ます。 


参電源プラヴの巧および巧の取巧面にほこ U が付着していないか定期 
的に確認し、ガタのないよラに巧の根元まで確実に差し込むこと 

ほこ L」 が付着した L」、 接続が不完をな場合は、感電、义おの原因に 
な U ます。 


〇 

アース エ事 


〇 

専用電源 


〇 

電気工事 


0 

屋外禁止 


Q 

湿気禁止 


0 

水掛け禁止 


Q 

禁止 


〇 

点検清掃 
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♦漏電遮断器または、ヴーキットブレーカーが 『OFF (切） J に作 
動した場合には、お買上げ店に連絡ずること 

無理にレバーを 『ON (入）』にすると、感電や义おの原因にな y ます。 


♦機械内部の電気装置や配線にさわらないこと 

感電する恐れがあ u ます。 


♦濡れた手で電源プラヴなどの電気部品に細れに U 、 本体のスイツチ 
を操作しないこと 

感電の原因になることがあ L 」 まず。 


接角虫禁止 

0 

濡手禁止 


♦異常時は操作スイッチを切って機械を止め、電源プラグを抜くか、 
本機専用電源を 『OFF (切） J にして、ずぐにお買上げ店へ連絡 
ずること 

異萬のまま使用を続けると感電、义おの原因にな L 」 ます。 


専用電想切 


• お使いのガス器具がある場合、ガス器具などからガスが漏れていた 
ら、ガスの元巧を閉めて、窓をあけて換気ずること 

電源 プラグを 抜いた L 」 しますと、引义爆発し危険です。 


♦ナイフは銳利でずから、取 LJ 扱いにを意し、直接巧の部分に細れな 
し、こと 

ケガの原因にな L 」 まず。 


♦ナイフおよび攪拌羽根の回転中は、絶対に指、著、ヘラなどを納れ 
させないこと 

ケガおよび故障の原因にな L 」 ます。 


ガスを閉 


接角虫禁止 

接軸禁止 


♦調巧物の入った客器に、ミキサーまには、ホイツパー先端を差し込 
んでから操巧スイツチを巧ずこと 


操作スイツチを先に巧ずと、クガおよび調理物の飛び散 u の原因に 
な u ます。 


操作スイツチ 




♦ミキサーまたは、ホイツ/先端が客器の外測にあるときは、絶対 
に電源を接続しないこと 

ケガの原因にな L 」 ます。 

♦回転が完をに止まってか6、本機を容器か6抜くこと 

回転が止まらないラちに容器から抜くと、ケガの原因になリます。 

♦客器に食材を入れるヒさや取 U 出ずとさは、機械を止め、電源プラ 
ヴち抜いて、本機を客器から抜くこと 

誤って操作スイツチに軸れた場合、クガをずる恐れがあ u ます。 

• 修理技術者レ U 外の人は絶対に分陋しに U 、 修理はおこなわないこと 

異常動作をしてケガをした U 、 修理に不備があると感電、义災など 
の原因にな L 」 ます。 

• 改造は絶対におこなわないこと 

改造をされると、感電、义おの原因にな U ます。 

♦廃棄は専門業音か、お買上げ店に依頼ずること 

放置しますと、幼児などがケガをする原因にな L 」 ます。 






意 


• 電源プラグを抜くときは、電源コードを持って抜かないこと 

必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っ張るとコー 
ドが傷つさ、义お、感電の原因になることがあ L 」 ます。 


♦調理物の深さは、ミキサーは 42 C ) mm じ(内、ホイツパーは 220 mm 
レ U 内で使用のこと 

調理物がモーター軸部よ U 機械の内部に流れ込み、ショート、感電、 
故障の原因にな L 」 ます。 


参本体へのミキサーまには、ホイツパーの取付け•取タトしの際は、於 
ず電源プラグを抜くこと 

感電した y 、 クガの原因になることがあ U ます。 


0 

入れ過ぎ禁止 

處 

プラグを抜く 


• 可燃性のスプレーを近くで使用したり、可燃物を置かないこと 

発义の原因になることがあ L 」 ます。 


♦清掃ずるときや点検のとさは、必ず操作スイッチを切って機械を止 
め、電源プラグち抜くこと 

感電した y 、 ケガの原因になることがあ y ます。 


0 

可燃物禁止 


處 

プラグを抜く 


♦ナイフ、ベルカバー、フット、攪拌羽根は使田後、必ず洗を•清掃 
ずること 

洗ミきしないと、雑菌が繁殖し、健康障害の原因になることがあ U ます。 


〇 

巧を-清掃 


• 洗剤を使ったあとは、洗剤成分を十分に洗い流ずこと 

洗剤成分が残つていると、健康障害の原因になることがあります。 


• 本機を使用しないときは、水を入れに客器などの上に置かないこと 

落下しに場合、水で電気部品の絶縁が悪くなリ、漏電の原因になる 
ことがあります。 


〇 

洗い流す 


0 

禁止 


己 




♦本機の使用レ U 外のとさは、熱器具の周囲に置いた U しないこと 

熱でプラスチックが落けに L 」 して危険です。 


Q 


熱器具禁止 


♦本機を使用しないときは、ウォールサポートに掛けて収納ずること 

転倒によるケガの原因になることがあ L 」 まず。 



• -過間 laLh ご使田にな5なし傾合は、まをのにめ操作スイツチを切つ 
て機械を止め、電源プラグを抜くこと 

電源プラグやコン亡ント部にほこリが遇まつて発熱、発义の原因に 
なることがあ y ます。 



プラグを抜く 


♦漏電遮断器は月に1回動作確認ずること 

漏電遮断器を故障のまま使用すると、漏電のとさ動作せず、感電の 
原因になることがあ L 」 ます。 



動作点検 


• この お使いに なつて いる商品を他に 売つ に U 、 譲;積されるときには、 
新しく所有者となる方がまをな正しい使いかにを知るために、この 
取扱説明書を商品本体の目立つ所にテープ止めずること 



テープ 止め 




仕様 


•フットシール（予備) 
‘ウォールサポート… 
• ツールわツト . 


X •上記の仕様は、品質向上のにめ予告なしに変更されることかあ y ますのでご了承ください。 



MP -4 己 0 U 巳 


ミキサー装着時 

ホイツパー装着時 

幅12己.奥行18□•高さ日日□师 

幅12己•奥行1日□•高さ曰□己师1 


1 OQV 已 □/ 己 OHz 
4. OA 
3已 OW 


3, OQO 己00 

〜9, 200 「pm 【お 負荷時】 〜1, 400 「pm 【お 負荷時】 

• モーター 保護装置 


• 通電歴断安を装置 



プラスチック、アル S 、 ステンレス 


ステンレス 

ステンレス 

ステンレス 



ステイツクブレンター(コンビタイプ）【□ボ.クープ】 


固臣医 


パンサポート（容器直径：最小33 〇圓、最大己己〇圓) 
















♦本機は、容器に入った液体状の食材に差し込み、食材を紛砕、攪拌する機械です。 


変;まタイサル まを□ツクボタン 


操作スイツチ 


電源コード 



ハンドル 

連続運転 
□ックボタン 


'本体部 


robot ^ coupe 


Ultra ^— L モ — 夕 — ク—ス 



フット 


S キサー部 


1 ¢110 
tcM 00) 



フツトシール 


ベルカバー 


ナイフ 

ツール t ツト 



アース線 



••ホイップボックス 


ホイッパー部 
'引さ抜さアダプター 


攪拌羽根 


フツトシー J レ (予備） 


ウオ ールサポート 



ステイツクブレンダーを壁に 
立て掛けるにめのミ台具でず。 
ホイツバーやツール t ツトを 
掛けておくことちでさまず。 


ナイフとベルカバーの分瞄 
や組み立てに使用ずる専用 
工具でず。 
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源設備について 


1 . 本機の電源は、専用の漏電適断器付サーキットブレーカーちしくは、それと同等の設備のある専 
用コンたントを使届してください。 

2. 本機は、コン b ントに電源コードを接続した場合、コードにを格があるよラにして操作してくだ 
さい。（電源コードの長さ： 3.已 m ) 

3. 水が掛からないよラにしてください。 

本体と電源コードに水が掛か u ますと、漏電、感電の原因にな y ます。 

4. アースは必ず取ってください。 

アースは、電気工事±による□種接地工事が必要ですので、電気工事店に依頼してください。 
ガス管、水道管、電話のアース線、避雷針などには危険ですから絶対にアース線を接続しないで 
ください。アース線は、電源プラグよ y 出ている緑色の線でず。 

己.アース線をアース端子に接続してください。 

已.ご使用の際は、本機専田のコン fe ントに電源プラグを差し込んでください。 



アース線 




操作手順 


ステイツクブレンダーの始動と停止 


1 . ご使届前に、「操作スイッチ」が解除位置（押してち堅くて動かない状態）になっているか必ず 
確認してください。 

また、 変速ダイヤルが低速位置（グイトル合せ位置■に、ダイトルの「]」を合わす）になって 
いるか確認してくださし、。 

2. 本体にミキサー、まにはホイッパーをしっか u と取 y 巧けてください。 

(「ミ キサーの取付け かた」および「ホ イッパーの取付け かに」を参照してください。） 

3. 電源コードなどがミキサーのナイフ、またはホイッパーの攪 f 半羽根に接細していなしめ巧き認して 
くださし、。 

4. コンセントに、ステイツクブレンダーの電源 
プラグを差し込んでください。 


已.調 S 物の入つに容器に、スティックブレンダーミキサー、まにはホイツパーの先端を差し込んで 
くださし、。 



fcaiMM 

スティックブレンダーを調理物に深く差し込み過ざないよラにしてください。 
(「作業位置について」 を参照してください。） 


已.「安を□ツクボタン」を巧しながら（①)、「操 
作スイツチ」を巧して （◎) ください。 
ミキサーのナイフ、ホイツパーの攪拌羽根が 
回転し、調理物を攪拌します。 


7. 「安を□ックボタン」から指を放してください。 
「操作スイツチ」を巧さえている間、ステイツ 
クブレンダーは回転します。 
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曰.変速ダイトルを「低速」〜「高速」方向に回し、 
お好みの速度で調理物を攪拌してください。 

ダイヤル合わせ位置■に、変をダイヤルの「♦」 
を合わせると、回転と停止を連続して繰 u 返 
すジャーキイ運転にな L 」 ます。 

(巧ページ参照） 


変速ダイサル 



9. 停止するとさは、「操作スイッチ」から指を放してください。 

10. 必ずナイフの回転が止まつてから、スティックブレンダーを容器から抜いてください。 

11. 電源プラグを抜いてくださし、。 


ミキサーの取付けかた 


1 . ベル カバーの 取付けかた 

フットの先端にベルカバーを取リ付けてください。 

ベルカバーは、フット先端の軸巧部のお状が 「図 I 」の側に取 L 」 付けます。 



1) フット先端の円錐お部分にある平らな面を、 
ベルカバー軸巧内部にある突起部に合わせ 
て、差し込んでくださし、。 

2) フットシールがベルカバーの縁に細れてしほ状 
態で、図の矢印方向いルカノ く一は時計方向に、 
フットは反時計方向）にしつか y ヒ□ックされ 
るまで回して取 y 付けてください。 

3) 取外しかには、取 u 付けに方向の逆（ベルカ 
バーは反時計方向に、フットは時計方向）に 
回して引さ抜さます。 


平らな面 



フット 


フツトシール 


ま起部 


ベルカバー 




2. S キサーの取付けかに 

本体に、ベル カバーを 装着したミ キサーを 取リ付けてください。 


1) 本体の電源コードがコン tz ントに接続されて 
し、なし、ことを確認してください。 

2) フット先端軸巧部のお状が、前ページの r 1 . 」 
の「図 n 」 側（本体接続側）の、円錐形部分 
にある平らな面を、本体軸巧内部にある突起 
部に合わせて差し込んでくださし、。 

3) フットを押し込み状態にして図の矢 EP 方向 
(本体は時計方向に、ミキサーは反時計方刚 
にしつか y ヒ□ックされるまで回して取 L 」 巧 
けてください。 

4) 取外しかには、取 u 付けた方向の逆（本体は 
反時計方向に、ミキサーは時計方向）に回し 
て引き抜さます。 



ホイツパーの取付けかた 


1 . 攪拌羽根の取付けかに 

ホイップボックスに攪 f 半羽根を取 L 」 巧けてく 
ださし、。 

1) 片手でホイップボックスをしっか L 」 と持って 
くださし、。 

2) ちラー方の手で、一本目の攪拌羽根を持ち、ホ 
イップボックスのドライブシサフトの差込□に 
攪拌羽根のシゎフトを差し込んでください。 
この際、攪拌羽根のドライブピンヒドライブ 
シゎフトのノッチの向さを合わせて"パチン" 
ヒ固定される位置まで差し込んでください。 

3) 正しく攪拌羽根が取 y 付けられている力ぶ確 
かめるには、軽く羽根の部分を引っ張ってみ 
てくださし、。 

4) 2本目ち上記と同様に取 y 巧けてください。 
ちし、ラまくはまらなければ、90°角度を 
ずらしてや L 」 直してください。 
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巳）取タトしかには、引さ抜さアダプター部分を 
持ち、引さ巧いてください。 

引さ抜さアダプターが □ ックを解除して、 
簡単に取 L 」 外すことがでさます。 

引さ抜さアダプター松タトのステンレスの羽 
根の部分などを持って強く引っ張らないで 
ください。□ツクされていますので抜さ取 
ることはでさません。 


2. ホイッパーの取付けかた 

本体に、攪 f 半羽根を装着したホイッパーを取 
L 」 巧けてください。 

1) 本体の電源コードがコン tz ントに接続され 
ていないことを確認してください。 

のホイップボックス先端軸巧部の円錐お部分 
にある平らな面を、本体軸巧内部にある突 
起部に合せて、差し込んでください。 

3) ホイップボックスを押し込み状態にして図 
の矢 ED ち向（本体は時計方向に、ホイッパー 
は反時計方向） にしつか y ヒ□ックされる 
まで回して取リ付けてください。 

4) 取外しかには、取リ付けた方向の逆（本体は 
反時計方向に、ホイツパーは時計方向）に 
回して引さ巧さまず。 
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連続運転のしかた 


長時間の攪拌処理をおこなラとさは、「連続運転□ックボタン」を使用ずると「操作スイッチ」を巧 
し続ける必要がなくなリます。 

オプションのパンサポートをご使用の際に、この機能を使ラと楽に処理がおこなえます。 


1 . 「安を□ックボタン」を巧しながら（①)、「操 
作スイッチ」を巧して（②）ください。 
ナイフが回転し、調理物を攪拌します。 

2. 「まを□ックボタン」から指を放してください。 

3. 「連続運転□ックボタン」を巧して（這)）くだ 
さし、。 

4. 「操作スイッチ」力\ら指を放してください。 

己.「連続運転□ックボタン」から指を放してくだ 
さし、。 

ステイツクブレンダーは連続で回睦しまず。 



巨.停止ずるときは、「操作スイツチ」をちラー度 
巧してください。 


スピードの切 U 換え 


「スティックブレンダーの始動と停止」の「1.」〜「7.」までをおこない、「操作スイッチ」を 
巧しながら、ミキサーまにはホイッパーが回転している状態で、変速ダイトルを「低速」〜「高 
速」に回すヒモーターが無段階変速し、スピード（回転数）の切 y 換えがでさまず。 


1. ホイッパーの回転数： 

加日 「 pm 〜1,4日 Orpm のスピードの変まか可能 
です。最初はほ速で始めることをおすすめし 
ます。 

ホイップボックスには、減速器が内蔵されて 
います。 

2. ミ キサーの 回転数： 

3,日日日 rpm 〜9,2日日「刚のスピードの変速が巧 
能です。最初は低速から始め、徐々にお好み 
の速度までスピードを上げてご使田くださし、。 


変速ダイヤル 



14 





3. ジサーキイ運転機能（変速グイサル「♦」）： 

ホイッパーを使って、ピューレを作るのに適していまず。また、マッシュポテトを作る際に、こ 
の機能を使田して、湯がいにジャガイモをつぶすのにち便利です。 

4. 自動携巧スピード調節機能： 

最適のスピードで自動運転させてください。 

攪拌している食なの密度が変わってち同じスピードに保たれる機能がついています。 

己.携巧終了時は、変速ダイトルを反時計方向に回して、 n 」をダイヤル合せ位置■にくるよラに 
戻しておいてください。 


まを装置 


1) 調理中、モーターが過負荷になった場合は、モーターな護装置がはたらさ、自動的に機械は停止 
してモーターを保護します。 

2) 連続運転調理中、通電が適断（停電、コード巧けなど）しに場合は、通電適断安を装置が作動し、 
通電後は安をのにめ、改めて「操作スイッチ」を乂れなし1と機械は作動しなしけ黃造になっています。 

' X •再始動する場合は、原因を確認、復婦後、スティックブレンダーの「操作スイッチ」を醒除位置け甲 
してち固くて動かない状態）にし、始動の手順を最初からおこなつてください。 


作業位置について 


1 . ミ キサーを ご使用の場合 

1) ステイツクブレンダーミキサーを使用すると 
さは、ハンドルとフット上部を手で持つに状 
態で操作してください。 


■謝— 

♦スティックブレンダーミキサーを使用すると 
さは、ベルカバーが容器の底に当たらないよ 
ラに、スティックブレンダーミキサーを少し 
傾けてください。 

ベルカバーを容器の庭に当てて処理をおこな 
ラと、容器内の巧流が悪くな u 攪拌ムラの原 
因にな L 」 まず。 

♦フット部分を調理物に深く差し込み過ざない 
よラにしてください。 

目安として、フットの先（ベルカバーを含む) 
から2/3までの節囲内でご使用ください。 
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2) スティックブレンダーは、客器の縁にちにせ 
かけて使用することができます。 


♦フット部分を調理物に深く差し込み過ざない 
よラにしてください。 

フットの先（ベルカバーを含む）から2/3 
までが調理物の中に入るよラに 調理物の量を 
調節してくださし、。 



3) オプションのパンサポートを容器に取 L 」 付け 
て使届しますと、自由な攪拌角度で、手を添 
えていなくてち攪拌でさます。 

パンサポートを使用するとさは、容器が倒れ 
ないよラにスティックブレンダーを固定して 
くださし、。 



2. ホイッパーをご使用の場合 

1) ステイックブレンダーのホイッパーを使用ず 
るとさは、ハンドルとホイップボックス上部 
を手で持った状態で操作してください。 

混ぜはじめはほ速から始めることをおすすめ 
します。 

2) 攪拌羽根が絶対にボウルの側面に軸れないよ 
ラに気をつけて、攪拌羽根の先が1/已はな 
料の中に晨かるよラにしてください。 

攪拌羽根の1/己が食なに違かっていないと 
上手に攪拌でさません。 
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1. 本機は、液体状の食材を粉砕、攪 f 半する機械です。食なの攪 f 半しソ外には使用しないでください。 

2. ご使用の前には、ベレカバー、ナイスフット、擲聘习根など娜型航'暗する音盼をされいに洗;'きして 
ください。 


广 

A 衛生状態をよくずるため、ご使届の前には、必ず洗;きをおこなってください。 

\ _ 

3 . ベルカバー内のナイフは、非萬に鋭利ですから、取 y 扱いに十分注意し、置さ場所の安をにち気 
を配ってくださし、。 

4. ナイフは、非常に鋭利ですから、取リ扱いに十分を意し、 直接巧の部分には細れなし1でください 。 
ナイフの取付け、取外しのとさは、付属のツールわットをご使用ください 。 

巳.スティックブレンダーの本体に、ミキサーまたはホイッパーが正しくしっか L 」 と取 L 」 巧けられて 
いるか必ず確認してくださし、。 

己. スティック ブレンダーを始動させに U 止めに L 」 すると さは、必ず調理物の入っに容器の中にミキ 
サーおよびホイ ッノ t 一の先を差し込んだ状態でおこなってください。 

回転させにままの状態で容器に差し込むと、調理物が固囲に飛び散 u ますので特にごを意ください。 

7. スティックブレンダーを使用するとさは、安全性と操作性が良いよラに、ハンドルとフットの上 
部を持って使用してくださし、。 

日. 空運転はしないでくださし、 。調理物に差し込まずに運転しますと、摩擦によ L 」 軸受け部が早く損 
傷し、故障の原因にな L 」 まず。 

9. スティックブレンダーの本体へのミキサーまにはホイッパーの取付け、取外し時は、必ず電源 
プラグを抜いておこなってください。 

10. 本機を使用しないとさ、まには点検や清掃のとさは、必ず電源プラグを抜いてください。 

11. 温度の高い調理物を攪 f 半する場合は、でさるだけ湯気を避けてください。また、粘度の高すざる 
食品は、過負荷がかか y まずので避けてください。 

12. 「操作スイッチ」「安を□ックボタン」「連続運転□ックボタン」は、必要似上に強く押さないで 
くださし、。 

13. 容器が深くて調理物の量が多いと、軸受け部よ y 本体内に調理物が這入し、固着して故障の原因 
になリます。必ず、調理物の深さは、ミキサーご使用の場合は42〇圓レソ内、ホイッパーご使用 
の場合は2 2 Oinin レソ内で使田してください。 
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14. スティックブレンダーのミキサー使田時は、ベルカバー内のナイフが高速回転しまずので、取し」 
扱いには特にごを意ください。 

A 絶対に人体に接軸させないでください。クガの原因にな L 」 ます。 

\ _ 

15. スティックブレンダーの使用後、付着した調理物を落とすにめ、ミキサー部およびホイッパー部 
を容器の縁など硬しけ如こ巧ち付けなしけラにしてください。この部分に衝撃を与えますヒ故障の 
原因にな y ます。 

16. 本機は、調理食品じ I タトのちのに使用しないでください。 

17. 高温のちのの処理可能温度は、最高曰0°巳です 。日0°巳を超える高温のものを処理しないでくだ 
さい。ミキサーのベルカバー、フット、ナイフのプラスチック部分、およびホイッパーの引さ抜 
さアダプター、攪拌羽根のプラスチック部分が変形した L 」、 変色する恐れがあ U ます。 

18. ミキサーのベルカバー、フット、ナイフのプラスチック部分、およびホイッパーの引さ抜さアダ 
プター、攪巧羽根のプラスチック部分は、高温洗;'きすると変更した U 、 変色する恐れがあリます。 
食器洗ミき機は使用せずに曰〇でな下のお湯で洗をしてください。 

19. 温度の高し1調理物を（曰0°巳し:■(下）攪 f 半する場合は、でさるだけ湯気を避けてください。 

20. 粘度の高すざる食巧は、モーターに過負荷がかか L 」 ますので避けてください。 

モータ~保護装置がはたらいたとさは 

1) モーターへの過負荷の原因を取リ除いてください。 

2) モーターをしばらく休ませてちましてください。 

3) モーターが作動でさる温度までをめますと、モーター保護装置か自動的に復帰します。 

操作手順にしにかつて操作をおこない、正常に動作すればモーター保護装置は復帰してしほす。 
復帰を確認を、改めて調理を始めてくださし、。 

21. スティックブレンダーを使用しないとき、および点検や清掃のとさは、必ず電源プラグを巧いて 
ください。誤ってスイッチ類に細れた場合、クガをする恐れがあ L 」 ます。 
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ミキサー部の分觸のしかた 


1 . スティックブレンダーの本体からミキサーを取 y タトしてください。 

ミキサーのフット部を握 U 、 時計方向に回して本体よリ引さ抜いてくださし、。 

2. ミキサーのフットから、ベルカバーを反時計方向に回して取 L 」 外してください。 

フットからベルカバーを取 L 」 外しやすくするにめ、この部分が高温になつていれば、適切な容器 
などに;ち水を入れ、数秒間農けて;ちましてください。 



3. ベルカバーからナイフを取 L 」 外してくださし、。 
ナイフは鋭利で危険ですから、安をに取 L 」 タト 
すにめに料理用手袋あるいは厚し佈などを用 
いて分解作業をおこなつてくださし、。 

①分解庙ツール tz ツトのナイフ固定真を、ナイ 
フが固定される向さに合わせてはめ込んで、 
動かないよラに巧さ之ておいてください。 

◎ツール t ツトのナイフ分瞄用具を、ドライブ 
カツプリングに差し込み、ナイフ固定員を 
しっか y まえて反時計方向に回し、ドライブ 
カツプリングを取 u 外してくださし、。 

◎ベルカバーからナイフを抜さ取ってくださ 
い。 



4. ベルカバーの組立てかたは、分解の手順を逆 
におこなって元通 L 」 組み立ててください。 
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ホイッパー部の分解のしかた 

1 . スティックブレンダーの本体からホイッパー 
を取リタトしてください。 

ホイップボックスを握 y 、 時計方向に回して 
本体よ y 引さ抜いてくださし、。 

2. ホイップボックスから、攪拌羽根を取 L 」 外し 
てください。 

ホイップボックスを片手で持ち、ちラー方の 
手で攪巧羽根の引さ巧さアダプターをつまん 
で矢印方向に引っ張ると、攪拌羽根がホイッ 
プボックスよ u 簡単にタトれます。 

同様にして2本目ち取 L 」 外してください。 

3. 攪巧羽根から、引さ巧さ アダプターを 取 u 外 
してくださし、。 

攪拌羽根を片手で持ち、ちラー方の手で図の 
矢印の方向に引さ抜さアダプターを強く引っ 
張ってタトしてください。 

4. 引さ抜さアダプターの取 U 巧けかたは、携巧 
羽根との m の方向を合わせて、強く押し込ん 
でくださし、。 
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洗浄と清掃 


【いつも安をで清潔にご使用いただくためと、機械を長持ちさせるために、使用後はなるベ 
く早く下記の手順に従ってステイックブレンダーの洗浄をおこない、調理物の付着を完を 
に取 y 除いてください。】 

♦初めて機械を使用ずる場合。 

♦食材の処理後は速やかに毎回。 

♦処理のを中で、1時間レ: Lh 使用間隔が開く場合。 

♦ 30 分間使用の度に。（繰 LJ 返し処理ずる場合でち） 


「基本的な洗を」 

l . 予備巧ミき （水まには温水を使い、機械を短時間高速回転させて処理物のカスを洗い落とす。） 
n . 除国巧を （ち部を分解し、除菌洗ミき剤を使用して洗;'きする。） 

m . ずすざ洗を （水まには温水を使って十分すずざ洗いをし、洗剤成分を完をに洗い流す。） 

N . 乾燥 （すすぎ洗い後、水分を拭さ取 y 、 各部を空気乾燥させる。） 

V . アルコール除菌 （アルコール除菌剤をスプレーし、機械を部を除国;'肖毒する。） 


「基本的な洗を」は、 

♦高品質の食品を作る前提条件でず。 

♦雑菌の発生を予防しまず。 

♦機械の寿命を延ばしまず。 

洗をを怠った L 」、 不巧さ届さですと、処理物のカスがベルカバー内部、または攪拌羽根や引さ抜 
さアダプターに遇まって固着し、回転部の回転不良の原因にな y ます。 

また、水分が遇まったままにしておさますと、機械内部に液が浸入してモーター内部が損傷し、 
機械の寿命が著しく短くなリまず。頻繁に洗;'きするこヒによ L 」 、機械を長持ちさせることがでさ 
ます。 




「基本的な洗を」手順 

《ベルカバー.ナイフ》 

I . 予備洗を 


1 . 「操作スイツチ」が絕除位置になっているか確認してください。 

2. 水まには温水を張った別容器を用意して、ミキサーまたはホイツパーの処理物が付着している 
部分まで先端を差し込んでください。 

3. 短時間、機械を高速で回転させ、あらかじめ付着物を洗い落としてください。 


且.除菌洗を 


A\ 衛生状態をよくするにめ、洗;'きの際は、必ず、ミキサーまにはホイツパーの分解洗ミき 
をおこなつてください。 

_ y 


1 . 「操作スイッチ」が解除位置になっているか確認し、必ず電源プラグを抜いてください。 



2 .ミキサーのフットよリベルカ/ \-部を取 L 」 外してくださし、。 

ホイッパーのホイップボックスよ L 」 攪巧羽根部を取 U 外してください。 

3. 取リ外したベルカバー部、攪拌羽根部の各部を分解してください。 

分解のしかたは、 「ミキサー部の分紹のしかた」 および「ホ イッパー部の分瞄のしかに」 を参 
照しておこなつてくださし、。 

4. 洗し巧雨にめるま湯を入れ、をめられた使用濃度の分量の除菌洗ミき剤を入れて溶かしてください。 

已.分锅したさ部品を、除菌洗を剤を入れにめるま湯の中で、巧かスポンジを田いてされいに洗つ 
てください。硬し1タワシなどでこするヒ傷がつく恐れがあ L 」 まずのでごを意ください。 

まに、プラスチック部分や防水シール部分を損傷しないよラ注意してください。 


ぐ \ 

/!\ナイフは鋭利で危険ですから、直接巧の部分に細れないよラに;主意し、洗;'きする際は、 
刃の部分で手を切らないよラ十分を意しておこなってください。 

/\ ナイフを洗剤の入った洗しけ雨などに晨けにまま放置しないでください。泡で刃が見之 
ず大変危険です。 

\_ J 
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【注意！】 ナイフおよび金属類の洗ミきは速やかにおこない、洗ミき液や水や湯に1□分しソ上農 
けにままにしないでください。農け置きをしますと、金属部分が鐘びる恐れがあ 
y まず。 


m . すすぎ洗を 

分解した各部品を除菌洗を剤を使田して洗;きをおこなつに後は、流水で十分ずすざ洗し1をして、 
洗剤成分を完をに洗し6ちしてください。 


IV . 乾燥 


1 . すすざ洗いした各部品は、连やかに除国済みのされいな乾いた巧などで水分をがさ取 L 」、 十分 
空気乾燥させてください。 

2. さ部品を元通 U 組み立ててください。 


/!\ナイフは鋭利で危険ですから、安をに取 y 巧けるために料理用手袋あるいは厚し怖な 
どを用し^て組み立て作業をおこなつてください。 

\ _ ) 


V . アルコール 除菌 

乾燥して組み立てにさ部分に アルコール 除菌剤をスプレーしてくださし、。 


《ミキサーのフット部-ホイッパーのホイップボックス部-本体タト装部の清掃》 

1 . ミキサーのフット部、ホイッパーのホイップボックス部および本体外装部は、除菌洗を剤を入 
れて;'容かしにめるま湯で布巾を絞リ、ミちれをきれいに巧:さ取ってください。 

2. ずすざ田のきれいな水で絞った巧で巧いて、完をに洗剤成分をがさ取ってください。 

3. その後、空気乾燥させてください。 

4. 各部品を取 y タトして洗ミき•清掃、乾燥した後、雑菌の発生を予防するにめ、各部にアルコー 
ル除菌剤をスプレーして除菌作業をおこなつてください。 


【注意！】 本体、フット、ホイップボックスは、絶対に水洗いしないでください。 
故障 （ 漏電）の原因にな L 」 ます。 
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《本体内部の清掃》 
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CSD 


1. スティックブレンダーを洗をするとさは、「操作スイッチ」が切るになっているか確認し、必 
ず電源プラグを抜し^てください。 

2. 付着しに食材が固着ずるのを防ぐにめに、調1里物を処理した後はすぐに洗ををしてください。 

3. 動物1生脂肪や蛋白質を含む食品（牛乳、魚、肉など）を処理した時は、温水を使田して特に慎 
重に除菌洗;きをおこなっていただくお、要があ L」 ます。 

洗;争が不行さ届さの場合、処理物のカスが腐敗した U 、雑菌が繁殖して健康障害の原因になる 
ことがあります。 

4. 高温の調理物を処理したあとは、を水でフットの先を;ちやしてくださし、。 

分解洗ミきの際、フットからべルカバーが取外しやすくな U ます。 

己.本体（モーターケース部とハンドル部）は、巧して水を掛けないでください。 

故障の原因にな L」 ます。 

已.ミキサー部とホイッパー部のプラスチック部分は、高温洗を すると 変おしに L」、 変色ず る 恐れ 
があリます。食器洗;'き機などは、使田せずに曰 0°C な下のお湯で洗ミきしてください。 

7. ベルカバーおよびナイフ、攪拌羽根は、洗を後、水分がついたまま放置しますと錯びる可能性 
があ U ますので、速やかに水気を切 y、 完をに乾燥させてください。 

まに、洗;'きの際、洗を液や水やお湯に1□分しソ上農け置さしないでください。 

日.這掃をずるとさ、クレンザー、酸類、ベンジン、ガソリン、シンナーなどは使用しなしでください。 
傷が付し ^にリ 、破損の原因にな L」 ます。 

白.除国洗浄をおこなラ際の洗ミき剤は、無泡性および低発泡性の除菌洗ミき剤を使田し、入れすざな 
いよラにしてください。濃度が濃すざると金属、プラスチック、ゴムの部品を厦傷しまず。 

10. 気泡1生、強力な違食性、有書性のある洗;'き剤は絶巧に使用しないでください。 

11. やむを得ず、塩素系の洗剤や電解酸性水などを使田して洗ををおこなラ場合は、鐘および腐食 
の原因にな U ますので、でさるだけ连やかに洗;'きをおこない、十分なすすざ洗いの後、速やか 
に水気を拭き取って完をに空気乾燥させてください。 

12. 除菌洗ミき剤、アルコール除菌剤の使用については、さ々の定める使用濃度および、使用上のま 
意事項に化ってください。 


【参考】 

-除国洗;'き剤は、下記のちのを巧奨します。 

除菌洗浄剤（無泡性） 

X•製な（エフ'エム•アイ）でち取 y 扱っていますので、入手が困難 
な場合はごを文ください。 

-アルコール除菌剤は、下記のちのが適当です。 

アルコール除菌剤 . 「アルペット E 」 （サラヤ株式会社製） 
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収納につし、て 


ステイックブレンダーを使用しなし化さは、付属のウオールサポートに掛けて収納してください。 
付属のウオールサポートは、ステイックブレンダーの質量を十分支えることがでさる丈まな壁面 
にネジなど （2 箇所）で取 U 巧けてください。 


ウォールサポートは、ち図のよつにべルカバー 
の部分が作業台などの上に付く状態で、モーター 
クースを保持でさる位置に取リ付けてくださし1。 


广 \ 

/ K 床に立てて置いに L 」、 調理台の上に横 
にして置いておさますと、転倒したし」、 
落下した y して危険です。 

/ K ウォールサポートを取 L 」 付ける壁面 
は、必ず、スティックブレンダーの質 
量を十分ちえることがでさる丈まな壁 
を選んでください。壁面が弱い場合、 
ウォールヴポートが外れて転倒した 
し」、落下した y して 大変危険です。 

V _ J 


本体 

ウオールサポート 



ホイップボックス 


フツトシールの父換 

フツトの先端部のフツトシールが、破損または劣化している場合は、付属のフツトシール（予備) 
と交換してくださし、。 


【ま 意！】 フットシールを交換するとさは、 
キブなどを付けないよラにしてく 
ださし、。 

キブが巧いた場合、そこからフッ 
卜の内部へ液が浸入ずる恐れがあ 
y まず。 



フツトシール 


フットの先端部 
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故障かなと思われ修理を依頼する前に、次の頂目を確認してください。 

症状が改善されなし1とさや「手当」の欄に「お買上げ店へ連絡してくださし1。」ヒ記載されている場合は、 
「操作スイッチ」を切るにして機械を止め、電源プラグを巧いて、早急にお買上げ店へ連絡してくだ 
さし、。 

X 'ご連絡の場合は、本機の型式名•機番お買上げ日•故障状況（できるだけ詳しく）をお知らせください。 


状 態 

診 断 

手 当 


電源プラヴが振けていませんか？ 

電源プラブが扳けている場合は、コン t ン 
卜に、電源プラヴを差し込んでくださし、。 


「まをスイツチ」を巧していますか9 

「まをスイッチ」を巧してから「操作スイッ 
チ」を入れてください。 

「操作スイツチ」を入れても 
動作しなし、。 

停電ではあ L 」 ませんか9 

通電するのを待ってください。 

モーター保護装置が動作していませ 
んか？ 

「操作スイッチ」を切 L 」、 電源プラヴを抜 
いて、時間を置いてからご使巧くださし、。 


通電適断安を装置が作動していませ 
んか？ 

「操作スイッチ」を押して、通電遮断安を 
装置を辭除してください。 


漏電遮断器が切れていませんか？ 

rOFF (切)」になっている場をは、お買 
上げ店へ連絡してくださし、。 

本体から異常音が発生する。 

本磯に何か帥れたが態になっていま 
せんか？ 

接軸しているちのを取 u 除いてくださし、。 

ナイフ吊べルカバー、攪拌羽根は、 
正しく t ツトされていますか 9 

正しく t ットしてくださし、。 

回転振動が大さい。 

機械の故障の可能性があリます。 

お買上げ店へ連絡してください。 

漏電適断器が切れる。 

漏電遮断器のレバーの位置が 「OF 

F (切）」になっていませんか？ 

漏電遮断器が 「OFF (切)」に作動した 
場合には、お買上げ店へ連絡してくださ 
し、。レバーが 「OFF (切）」になってい 
ると漏電している可能性があ L 」 ます。無理 
にレバーを 「ON (入)」にすると、感電 
や义おの原因にな U ます。 

電源コードゃプラヴが異常 
に熱くなる。 

- 

お買上げ店へ連絡してください。 

電源コードを巧 L 」 巧げると 
通電したんしなかった y 
する。 

- 

お買上げ店へ連絡してください。 

モーターの 回転が不規則で 
あったリ、止まったリ、遅 
かった y ずる。 

- 

お買上げ店へ連絡してください。 
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エフ•エム•アイ商品保証書 




巧巧含な:王フ•王 Zi ブイ 


本 社：〒日 38-0 日44大阪市鶴見区放出東 3 T 目111131号 Tel . 日6(目目朗 )9393 

東京す店：〒1日日-日日13東京都港区お松巧2 了目8番14号 Tel . 03 口 436) 目470 
営業所も幌：〒日日3-日日日2札幌巿白石区赫し幌二条日了目4蚕1号 Tel . 01 1(813)8 日已1 
仙台：〒日83-日034仙台市宮城野区扇町 2 T 目1番日号 Tel .022(238)571 1 
名ち屋：〒4己 4-0822 名古屋市中…区四女子 ET 2 T 目4日番地 Tel , 052(361 )7891 
広島：〒 731-01 日2広島市まを南区り阴已下目43番3号 Tel , 082(876)1855 
福岡：于812 -083 日福岡市博を区那刚 T 目30蚕21号 Tel , 日 92(481 に931 
サ 3 ビス盛岡：〒日 20- 日124盛岡市厨川4 T 目14き已号 Tel . 01 9(648)5390 
た 金お：〒日リ-8027金ミ只巿巧田1 T 目23番11号 Tel , 日7目に 43)781 日 
四国：〒 768-0012 香 jll 県観音寺市植田町1己巳番地1 Tel , 0875(57)5161 
鹿児島：〒890 -0073 鹿旧島市宇宿1 T 目1巳蚕8号 Tel , 099(263)8281 
棄京サービスつアクトリー:〒1日巳-0日13東京都港区蘇別 T 2 下目り番7号 Tel ,03(3432)4 日日已 


ホームぺージ http;//www.fmi.coJp/ 



